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2025年 3月 7日 

各  位 

会 社 名 株 式 会 社 レ オ パ レ ス 2 1  

代 表 者 名 代表取締役社長 宮尾 文也 

 （コード番号 8848 東証プライム市場） 

問 合 せ 先 取締役 経営管理本部長 竹倉 慎二 

 （TEL 050-2016-2907 ） 

 

株式会社みずほ銀行からの資金の借入（リファイナンス）に関するお知らせ 

 

当社は、本日付の取締役会決議により、2023年12月25日にFortress Investment Group LLC（以下「FIG」

といいます。）の関連事業体である枇杷合同会社より調達した借入金のリファイナンスを目的に、下記

の通り、株式会社みずほ銀行（以下「みずほ銀行」といいます。）との間のタームアウトオプション付

コミットメントライン契約（以下「本ローン契約」といいます。）の締結及び借入の実行について決定

いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

１．本ローン契約締結の背景 

2023年12月22日付「資金の借入（リファイナンス）に関するお知らせ」にて公表しました通り、当社

は、2020年11月2日付で実施したFIGの関連事業体である楓合同会社からの300億円の借入れのリファイ

ナンスを目的に、2023年12月25日付で枇杷合同会社より300億円の借入れ（以下「枇杷ローン」といいま

す。）を行いました。 

当社は本年11月を期限とする枇杷ローンのリファイナンスに向けた財務戦略を検討してまいりまし

たが、本件はその達成に向けた重要な節目となります。本ローン契約の締結により、枇杷ローンのため

に設定した担保・保証の解除に加え、金利の低減や、本ローンでは期日一括弁済となり借入期間中の元

本返済が不要となることで、成長戦略の推進に必要なキャッシュフローを確保することが可能となりま

す。 

さらに、本ローン契約を通じて短期的なリファイナンスリスクの解消を図るとともに、当社のバラン

スシート戦略に即した財務コベナンツを設定することで、財務基盤の一層の強化を実現いたします。こ

れにより、長期的な株主価値向上に資する施策を柔軟に実行できる基盤が整います。 

 

２．本ローン契約の概要 

（１）借 入 先 株式会社みずほ銀行 

（２）借 入 形 態 タームアウトオプション付コミットメントライン（注1） 

（３）借 入 極 度 額 300億円 

（４）契 約 日 2025年3月7日 

（５）初回貸付実行日 2025年3月14日(予定) 

https://contents.xj-storage.jp/xcontents/AS08193/647108ac/b738/45b4/9263/f795a4573e48/140120231222507454.pdf
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（６）契 約 期 間 

1. コミットメント期間：初回貸付実行日から1年間 

2. タームローン期間：コミットメント期間の末日から3年後

の応当日 

（７）適 用 利 率 等 

1. コミットメントライン 

 融資残高に対する金利：日本円Tibor + 2.50% 

 未使用残高に対するコミットメントフィー：0.10% 

2. タームローン 

 日本円Tibor + 3.50% 

（８）返 済 方 法 期日一括弁済 

（９）担 保 ・ 保 証 無担保・無保証 

（１０）財務制限条項 

1． 2026年3月決算期以降、営業利益の赤字の禁止 

2. 2026年3月決算期以降、経常利益の赤字の禁止 

3. ネットデット対EBITDA比率5倍を超えない事 

（注）1. タームアウトオプション付コミットメントライン契約とは、コミットメント期間終了時に

借入先との合意に基づき、借入している金額を長期借入へ乗換え可能なコミットメントラ

インです。 

      2. 2023年12月22日付リリース及び2020年9月30日付「第三者割当による新株式の発行及び新株

予約権付ローンに係る第５回新株予約権の発行、連結子会社による優先株式の発行、並び

に主要株主及び主要株主である筆頭株主の異動に関するお知らせ」にて公表しました通り、

枇杷ローンは、いわゆる新株予約権付ローンとして、当社がFIGの関連事業体である千鳥合

同会社に対して2020年11月2日に割り当てた第5回新株予約権（以下「本新株予約権」とい

います。）に関し、本新株予約権の行使に際して金銭が出資された場合、当該金銭による

出資額を、枇杷ローンに係る貸金元本債権及び利息債権の元本の期限前弁済として支払う

とともに、本新株予約権の行使に際して枇杷ローンに係るローン債権が出資された場合、

出資された当該ローン債権は、当該債権額の範囲内において、当該出資と同時に、弁済期

が到来したものとみなされ、かつ混同により消滅するものとされていましたが、今般の枇

杷ローンの弁済により、かかる合意は終了します。なお、千鳥合同会社が保有する本新株

予約権の内容自体に変更はありません。 

 

３．今後の見通し 

本件が今期業績に与える影響は限定的です。今後開示すべき事項が発生した場合は速やかにお知ら

せいたします。 

以上 
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